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がしさ」や 「セラピストの同遣いJ‘ 『内絡の努力JのようtJ_¥ 
[苛いの賀力のすれ逼し、]が生Lる.そのため、患者は 「捗き1ミ
いように歩くJであったり 「担自の鼠行錯誤j在繰り返す.し力、
し、 「患者の気遣いJにより、あたかち梱E行為が思立しているl
かのよう屯セラビ 場面となっている ¥
・モ司ような中で、 「回草への糸口」や 『回復につながる訓練」らシ
軸りにし与がら [マッチングせラピ ]へと闘していくF白人
量重である。 ノ/
終わりに
〆〆
/ 
./ 
惨今回四詰要は執筆中σ01ま土詰立のために収草したデータを
1痘例に的を絞-，て発表形式にしたちので串号。陸士論文
では徳教恒例で分析する予定で品る.
-相手の'町議を解釈し相互理解を深めることが治療効果に皮
閉すると考える.
-発表中に草点化されたものは軍者の君黛で昂り、担当者に
対して意図を持ったものではt，Jい.こ田研究に協力してく J 
れた担当者には感謝する，
